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古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 85 号(2009 年 12 月) 

 

原本蒙古字韻の復元  

―校正字様の各本重入漢字をめぐって(1)― 

吉池孝一 

1.はじめに 

現存する唯一の蒙古字韻のテキストとして『倫敦抄本』(ロンドンの大英図書館所蔵蒙古

字韻)がある。元代においては、蒙古字韻には幾つか異なる版があったらしく、朱宗文はそ

れらを付き合わせて誤りと見なしたものを正した。その訂正の内容により、４種の項目に

分類し、巻首に校正字様と題して収めた。先ず、各本を通じた誤りの訂正（各本通誤字）、

次いで各本に重複し誤って収められた字の削除（各本重入漢字）、更に「湖北本」と称され

た一本の誤りの訂正（湖北本誤）、「浙東本」と称された一本の誤りの訂正（浙東本誤）と

ある。 

これらのうち、各本通誤字については『KOTONOHA』第 70 号で検討した。今回は、各本重

入漢字の検討をとおして「原本蒙古字韻」の姿を垣間見ようとおもう。なお、パスパ文字

は脚注の方式によってローマ字に翻字する1。 

 
2.各本重入漢字 
 『倫敦抄本』の上三 a-b には校正字様と題された一葉があり本文の校訂について説明がな

されている。その校訂の第二項目として各本重入漢字というものがある。下に示したⅠは

『倫敦抄本』の各本重入漢字を翻字したものである。誤写が極めて多く、Ⅱはその誤を訂

正したものである。 
Ⅰ各本重入漢字 

    【欠落】  誤以下二字重入此字内     č ŭ(a)v 逴趠踔娖齪擉簎 
     c e    誤以下十字重入此【欠落】   cė   鴨 

Ⅱ各本重入漢字 
    【欠落】  誤以下七字重入此字内     č ŭ(a)v 逴趠踔娖齪擉簎 
     c e    誤以下二字重入此字内     cė   鴨 
  
さらに内容の検討をとおして、パスパ文字の欠落部分を復元し、パスパ文字の誤写を訂

正して示すとⅢのようになる。 

                                                  
1 〈子音〉 g  k   k  ŋ  d  t   t  n  l  b  p   p  m  f 
(  f1 奉母  f2 非敷母。f1,f2 の区別がない場合は f とする。1 は旧濁音、2 は清音。以下数字を用い

るものは同様)、 v  ǰ  č   č  ň  š (  š1禅母  š2審母)  ž  j  c   

c  s  z  ･  h (  h1 匣母  h2 暁母)  γ 、 y (  y1 喩母  y2 幺(影)母)  ’  
 r  q 〈半母音〉 ŭ  ĭ 〈母音〉 u  i / ė  e / o とし、母音 a は( )を
付して補写する。 
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Ⅲ各本重入漢字 
     č (a)v  誤以下七字重入此字内     č ŭ(a)v 逴趠踔娖齪擉簎 
     ce     誤以下二字重入此字内     cė   鴨 
Ⅲは小稿の結論の一部であり、これは「原本蒙古字韻」の復元とセットになっている。

すなわち、各本重入漢字は各本に重複して収められている字の一方を削除することについ

てのべたものである。各本が共有する特徴は、元となった本の特徴の反映であるから、各

本が拠った「原本蒙古字韻」にも、同様の重複があったと考えなければならない。したが

って、各本重入漢字の検討は、現存する『倫敦抄本』には無い部分の復元、すなわち「原

本蒙古字韻」の復元につながるのである。今回は、最初の逴趠踔娖齪擉簎について検討す

る。 
 

3.各本重入漢字の校訂と「原本蒙古字韻」 

さて最初の項目は、“【パスパ文字欠落】逴趠踔娖齪擉簎”と“č ŭ(a)v 逴趠踔娖齪擉簎”の

うち、前者を削除したという朱宗文の校訂について述べたものである。そうであるならば、

当然のことながら「原本蒙古字韻」にも上記の２グループの諸字が重複して登録されてい

たことになる。そして、校訂が正しく行われていたならば、「朱宗文本」(朱宗文による校

訂が済んだ後の一本)では後者のみが登録されているはずである。そこで、「朱宗文本」の

系統をひく『倫敦抄本』の本文を確認すると、“【パスパ文字欠落】逴趠踔娖齪擉簎”に相当す

る箇所はない。校訂のとおりに削除されているのであろう。後者の“č ŭ(a)v 逴趠踔娖齪擉

簎”は、下十六 bの 10 行目にある。 

č ŭ(a)v [入] 逴 趠 踔 娖 齪 擉  簎 （下十六 bの 10 行目） 

 

3.1.『新刊韻略』による検討 

さて、『倫敦抄本』の所収字が『新刊韻略』から採録されていることは寧忌浮 1992 で明

らかにされている。そこで、『新刊韻略』の中に“逴趠踔娖齪擉簎”を探すと、入声の第 3

覺韻に次のようにある。 

 入声の第 3 覺韻 

  ・小韻逴(敕角切)、趠、踔 

  ・小韻娖(測角切)、齪、擉 

  ・新添として簎(勑角切) 

入声の第 3 覺韻に小韻代表字の逴(敕角切)があり、その所収字として趠と踔がある。ま

た同じ第 3 覺韻に小韻代表字の娖(測角切)があり、その所収字として齪と擉がある。さら

に第 3 覺韻の末尾に新添として簎(勑角切)が一字ある2。これらの反切上字のうち“敕”と

“勑”は伝統的な三十六字母でいえば徹母であり、他方の“測”は穿母である。蒙古字韻

                                                  
2 なお、言うまでもないことであるが、この新添の簎の反切上字“勑”と逴の反切上字“敕”は同音であ

るから、簎は小韻逴に対して新たに添付された字である。 
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では、所謂舌音の知・徹・澄母と歯音の照・穿・床母は同音となるから、“逴趠踔娖齪擉簎”

の諸字は蒙古字韻では同音である。 

このように、『新刊韻略』には逴(敕角切)趠踔／娖(測角切)齪擉／簎(勑角切)とあり、校

正字様で言及された諸字は全てそろっている。いま『倫敦抄本』の当該個所を挙げ、その

諸字に対して、『新刊韻略』における字の順番と反切を付すと次のとおりである。これをみ

ると、『新刊韻略』の順番のとおりになっており、『新刊韻略』が「原本蒙古字韻」の所収

字の供給源であることがよくわかる。なお○を付した字は『新刊韻略』所収字のうちの最

終字であることを示す。 

            1   2   ③  1   2   ③    ① 

č ŭ(a)v [入] 逴 趠 踔 娖 齪 擉  簎 （下十六 bの 10 行目） 

                  3 覺/敕角切      3 覺/測角切  新添/勑角切 

 

3.2.問題点 

先に述べたように、「原本蒙古字韻」では、“【パスパ文字欠落】逴趠踔娖齪擉簎”と“č ŭ(a)v

逴趠踔娖齪擉簎”の両者が登録されていたはずである。したがって、「原本蒙古字韻」に諸

字を供給した『新刊韻略』にも同様の重複が現れるならば、「原本蒙古字韻」は『新刊韻略』

のとおりに諸字を配したということになるのであるが、『新刊韻略』はどのようであろうか。

『新刊韻略』の入声韻の関係部分を書き出すと次のとおりである。 

 第一屋韻   

 第二沃韻 

 第三覺韻  【徹母】逴(敕角切)趠踔／【穿母】娖(測角切)齪擉／【徹母】簎(勑角切) 

 第四質韻 

 第五物韻 

 第六月韻 

 第七曷韻 

 第八黠韻 

 第九屑韻 

 第十藥韻  【穿母】綽(昌約切)婥／ 婼【徹母】 (丑略切)逴 

 第十一陌韻 

 第十二錫韻  

 第十三職韻 

 第十四緝韻 

 第十五合韻 

 第十六葉韻 

 第十七洽韻 

これらの諸字に対応する部分を『倫敦抄本』の中に求めると次のようになる。なお、×
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印は『新刊韻略』に未収の字である3。 

           ②           1   ② 

ア č ėv    [平] 弨   [入] 綽 婥                         (下十五 aの 3行目) 

        2 蕭(宵)/尺招切   10 藥/昌約切 

 

                 ①  ×         1   ②  × 

イ č ev    [平] 超  怊(悵恨也) [入] 婼 逴  懌(似兔青色)  （下十六 aの 5行目） 

            2 蕭(宵)/敕宵切      10 藥/丑略切 

 

           1   2   ③  1   2   ③    ① 

ウ č ŭ(a)v [入] 逴 趠 踔 娖 齪 擉  簎 （下十六bの 10行目） 

                 3 覺/敕角切      3 覺/測角切  新添/勑角切 

 

『倫敦抄本』の三箇所にア、イ、ウとして関係諸韻が現れる。このうちアとイは、先に

挙げた『新刊韻略』の第十藥韻の“綽(昌約切)婥”と“婼(丑略切)逴”を材料として成り

立っているものである。前者は穿母の諸字で、後者は徹母の諸字4。ウは言うまでもなく、

『新刊韻略』の第三覺韻の諸字に対応する。 

削除された“【パスパ文字欠落】逴趠踔娖齪擉簎”に相当する部分を、『新刊韻略』の中

から見つけ出したいのであるが見つからない。上に挙げたように、候補となりそうな藥韻

の逴および関係諸字は、アとイとして『倫敦抄本』に中で然るべき位置をしめているので

ある。それでは、“【パスパ文字欠落】逴趠踔娖齪擉簎”に相当する部分が『新刊韻略』の

中に無いということは何を意味するのであろうか。先ほどからたびたび述べているように、 

“【パスパ文字欠落】逴趠踔娖齪擉簎”と“č ŭ(a)v 逴趠踔娖齪擉簎”が「原本蒙古字韻」

に並存していたことは動かし難いわけであるから、『新刊韻略』に対応するものがないとい

うことは、それ以外の何らかの判断材料に拠って併置したということになるのであろう。

そうであるならば、『新刊韻略』以外のどのような判断材料に拠ったのかということが問題

                                                  
3 義注および被注字は郭守正増修『増修校正押韻釈疑』(景定甲子・1264)による後代の増字増注である。

吉池 1993 参照。 
4 アには穿母字を配し、イには徹母字を配していることがわかる。しかしこのような配し方は納得がいか

ない。なぜならば、先に述べたように、蒙古字韻では穿母と徹母は同音となるから、“綽”のグループと“婼”

のグループは同音として配置されてしかるべきものであるが、事実はそうではなく異なる音として配され

ている。なぜこのような扱いをするのか、何か根拠があるはずであるが今のところ不明である。なお、『古

今韻會挙要』では両者は同音となっている。また、李氏朝鮮の『四聲通解』でも同音となっている。 

なお、『四聲通解』の注記は興味深いのでここで挙げておく(通解下四十三 a)。ハングル čiav の下に藥

韻の諸字を置くのであるが、“綽”の注記には“蒙韻 čiew”とあり“逴”の注記には“蒙韻 čoaw”とある。

“綽”の注記“蒙韻 čiew”は、『倫敦抄本』下十五 aの 3行目 č ėv と対応させることができるものである。

いっぽう、“逴”の注記“蒙韻 čoaw”は『倫敦抄本』下十六 aの 5行目 č ev ではなく、第 3 覺の下十六 b10

行目の č ŭ(a)v に対応するものである。ハングル注記の「蒙韻」(「蒙古韻略」という書名或いはこの書に

記されたパスパ字漢語を指す)と『倫敦抄本』とが合わない部分がある。「蒙韻」の引用の仕方に問題があ

るのか、そもそも「原本蒙古字韻」と「蒙韻」が異なっていたのか、その何れかであろう。 
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となる。問題となるのであるが、これをすぐに解決することはできない。先ずは問題解決

のために、“【パスパ文字欠落】逴趠踔娖齪擉簎”と“č ŭ(a)v 逴趠踔娖齪擉簎”のうち、前

者の欠落したパスパ文字を復元し、「原本蒙古字韻」の中での然るべき位置を見つけなけれ

ばならないのであるが、それは可能であろうか。 

 

3.3.欠落パスパ文字の復元 

そこで、朱宗文が蒙古字韻の校訂に用いたという『古今韻會挙要』(朱氏の序文では「古

今韻會」とする)の分韻の状況を参照する。この韻書の入声第三覺韻に収められた全ての小

韻代表字を挙げると次のようである。 
  ・覺(角清音)、案(角次清音) 嗀、 (羽次清音)、學(羽濁音)・・・・・・巳上屬覺字母韻 

・嶽(角次濁音)、剥(宮清音)、璞(宮次清音)、雹(宮濁音)、邈(宮次濁音)、娖(次商次

清音。蒙古韻娖屬郭字母韻)、逴(音與娖同。蒙古韻逴屬郭母韻)、渥(羽次清

音) ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・巳上屬各字母韻 
  ・捉(次商清音)、斲(音與捉同)、朔(次商次清次音)、浞(次商濁音)、濁(音與浞同)、

搦(次商次濁音)、犖(半微商音) ・・・・・・・・・・・・・・・・巳上屬郭字母韻 
 
上に示したように『古今韻會挙要』では入声第三覺韻の内部は、覺字母韻、各字母韻、

郭字母韻という三種の韻母のグループに分かれる。ここで言う“字母韻”とは『古今韻会

挙要』特有の韻母のグループ分けである。それぞれの字母韻に属する諸字は、『倫敦抄本』

に於いて、どのようなパスパ文字で表記されているかということをみると次の通りである。 

・覺字母韻・・・パスパ文字の ev～ĭ(a)v 

・各字母韻・・・パスパ文字の(a)v 

・郭字母韻・・・パスパ文字の ŭ(a)v 

問題となる小韻代表字の娖(所属字は齪と擉)と逴(所属字は踔のみ)は、各字母韻(a)v の一

員であるが、その逴と娖の注記をみると両者共に“蒙古韻では郭字母韻に属す”とある。

すなわち、 
逴と娖・・・『古今韻會挙要』各字母韻(a)v 

逴と娖・・・「蒙古韻」郭字母韻 ŭ(a)v 

 

さて、『古今韻會挙要』の注記に出てきた“蒙古韻”(「蒙古韻略」という書名或いはこ

の書に記されたパスパ字漢語を指す)は現在では逸書でありその全容を知ることはできな

いが、ここで挙げた『古今韻會挙要』や李氏朝鮮時代の『四聲通解』には逸文がある。そ

れによると「原本蒙古字韻」と同一の書であると論じられるほど両者の音の一致率は高い

という5。もっとも異なる体裁の書であったとする論があり6、私もそれに賛成するが、両者

                                                  
5 寧忌浮 1997 参照。この結論については同意できない部分がある。 
6 遠藤 1994 及び中村 2003 参照。 
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の音が比較的よく合うことも事実である。また、『古今韻會挙要』の字母韻の成立に「蒙古

韻略」「原本蒙古字韻」などのパスパ文字資料の影響が認められることも確かである7。そう

であるならば、「原本蒙古字韻」の“【パスパ文字欠落】逴趠踔娖齪擉簎”と“č ŭ(a)v 逴趠踔

娖齪擉簎”の欠落したパスパ文字を、『古今韻會挙要』から得られる情報により復元しても

それほど不当ではないであろう。すなわち、『古今韻會挙要』の各字母韻を「原本蒙古字韻」

の“【パスパ文字欠落】逴趠踔娖齪擉簎”に相当するものとみなし、『古今韻會挙要』の郭字母

韻を「原本蒙古字韻」の“č ŭ(a)v 逴趠踔娖齪擉簎”に相当するとみなすのである。そして、

校正字様も、“č (a)v 逴趠踔娖齪擉簎”と“č ŭ(a)v 逴趠踔娖齪擉簎”であったとする。 

このようにして校正字様の欠落したパスパ文字を č (a)v として復元するわけであるが、

実はこの č (a)v という音節は、『倫敦抄本』に既にある。すなわち、下十三 a の 5 行目の

“č (a)v [平]抄 [上]炒謅”。平声字と上声字を挙げるが、入声字はない。「原本蒙古字韻」

では、この上声字の次に、[入]逴趠踔娖齪擉簎が続いていたのであろう。いま、復元した

「原本蒙古字韻」の状態を示すと次のようになる。 

ア č (a)v [平]抄 [上]炒謅 [入]逴趠踔娖齪擉簎 （下十三 aの 5行目） 

イ č ŭ(a)v [入]逴趠踔娖齪擉簎         （下十六 bの 10 行目） 

 

3.4.「原本蒙古字韻」の覺韻正歯音・舌上音二等字 

復元した部分を含め覺韻の正歯音・舌上音二等字が「原本蒙古字韻」でどのようにパス

パ文字で表記されているかをみると次のようである。 

 č (a)v [平]抄 [上]炒謅 [入]逴趠踔娖齪擉簎 （下十三 aの 5行目） 

nŭ(a)v  [入]搦                               (下十六 bの 8行目) 

ǰ ŭ(a)v  [入]捉斮斲涿諑砿琢卓倬啄穛(生穫)      (下十六 bの 9行目) 

č ŭ(a)v [入]逴趠踔娖齪擉簎         （下十六 bの 10 行目） 

      čŭ(a)v  [入]浞灂鷟濁擢鐲篧(罩也)濯           （下十七 aの 1行目） 

      š2ŭ(a)v [入]朔嗽矟槊數箾 （下十七 aの 2行目） 

これを見ると覺韻の字は全て合口介音-ŭ-を持つ ŭ(a)v であるが、無声有気音声母の逴趠

踔娖齪擉簎のみが(a)v と ŭ(a)v を併せ持つ。これは『古今韻會挙要』の状況を彷彿とさせ

る。『古今韻會挙要』覺韻の正歯音(舌上音)二等字の状況につき、花登 1997 の指摘を引用

すると次のようである。 

   宕江攝の正歯音・舌上音二等字は一般に唇音化する。覺韻の正歯音(舌上音)二等

字の場合も同様で、大部分は唇音化(合口化)して合口の郭字母韻に入る。しかし、

次商次清音「娖」(初母)・「逴」(徹母)のみは開口の各字母韻に入れられている。

一方、郭字母韻の方には次商次清音はない。(185 頁) 

述べるところは、『古今韻會挙要』の字母韻では、覺韻の正歯音(舌上音)二等字は合口化

                                                  
7 中村 1994 及び花登 1997 の 127 頁、185-186 頁参照。 
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し郭字母韻 ŭ(a)v となるのであるが、次商次清音即ち無声有気音の娖と逴のみは合口化せ

ずに各字母韻(a)v となっているということである。 

「原本蒙古字韻」から č ŭ(a)v [入]逴趠踔娖齪擉簎を除くと『古今韻會挙要』の状況と

なる。このように、無声有気音のみ合口化しないというような特殊な事情が「原本蒙古字

韻」と『古今韻會挙要』の両者に見られるということをどのように説明すればよいのであ

ろうか。 

もう一度問題としている諸字の反切をみると、逴(敕角切)趠踔／娖(測角切)齪擉／簎(勑

角切)の如くである。これらは開口韻であるから、そこから予想し得る順当な音形はアの

č (a)v であろう。合口介音-ŭ-を有する č ŭ(a)v は伝統的な音の反映とは言い難い。逸書「四

聲通攷」(1455 年頃)によった『四聲通解』(1517 年)をみると、ハングル čav の下に娖娕孎

(蒙韻 čoaw 俗音 čoaw 並下同)齪擉簎矠戳とある(通解下三十九 a)。この注記によると、「蒙

韻」(すなわち「蒙古韻略」)の音 čoaw は、“俗音”に相当するということであるから、時

代はやや下るが、俗音すなわち中国北方で当時通行していた音が čoaw であるということな

のであろう。そうであるならば、逴趠踔娖齪擉簎には伝統的な音として č (a)v があり、や

や口語的な音として č ŭ(a)v があったとしても大過ないであろう。「原本蒙古字韻」に二音

が併存するということについては、これは想像であり他に解決しなければならない点もあ

るが、「蒙古韻略」č ŭ(a)v＋『古今韻會挙要』č (a)v →「原本蒙古字韻」č ŭ(a)v と č (a)v

ということかもしれない。 

もっともこれは、『古今韻會挙要』の注記“蒙古韻逴屬郭母韻”や『四聲通解』の注記“蒙

韻 čoaw 俗音 čoaw 並下同”の“蒙古韻”“蒙韻”(おそらく両者ともに「蒙古韻略」に関わる

表現であろう)が、各字母韻(a)v に相当する音を併せ持っておらず、郭字母韻 ŭ(a)v に相当

する一音のみを持っていた場合の想定である。それにしても、なぜ無声有気音のみ合口化

しないのかという問題は依然として残る。 

 

4.おわりに 

最後に、小韻代表字の逴と娖が、関係諸本においてどのように扱われているかというこ

とにつき、『古今韻會挙要』の字母韻を用いて並べ示すと次のようになる。 

                        逴と娖 

『古今韻會挙要』        各字母韻(a)v 

    「蒙古韻」 郭字母韻 ŭ(a)v【？と各字母韻(a)v】 

 

「原本蒙古字韻」         各字母韻(a)v と郭字母韻 ŭ(a)v 

    『倫敦抄本』    校訂による削除  各字母韻(a)v と郭字母韻 ŭ(a)v 

 
“逴娖”の音は、『古今韻會挙要』本体の字母韻と『古今韻會挙要』所引の「蒙古韻」(す

なわち「蒙古韻略」)とでは異なっている。もっとも、「蒙古韻」では各字母韻(a)v と郭字
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母韻 ŭ(a)v に相当する音が併記されていたけれども、特徴的な音である郭字母韻 ŭ(a)v の

みを記したということも充分に考えられるので【】を付して可能性のあるものとして挙げ

ておく。「原本蒙古字韻」は、異なる二つの音を併記していたことは先に述べたとおりであ

る。 
朱宗文はこのような状況をみて、「蒙古韻」と同様の郭字母韻 ŭ(a)v を採用し、「原本蒙

古字韻」にあった一方の各字母韻(a)v を廃したというわけである。その結果は『倫敦抄本』

に現れている。『倫敦抄本』では校正字様の通りに直っているのである。朱宗文は序文にお

いて『古今韻會挙要』(序では古今韻會とする)を賞賛しこの書によって蒙古字韻の各本を校

訂すると述べているわけであるが、ここでは『古今韻會挙要』本文の判断に拠らず、「蒙古

韻」を採用したしたのは何故かという疑問はのこる。おそらくは、無声有気音の逴趠踔娖

齪擉簎だけが例外的に合口化していなかったところ、「蒙古韻」に合口化した音のあること

を認め、その ŭ(a)v を採用し、整然としたパスパ文字の表記を求めたのであろう。 
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